
放 電 加 工 機 の 型 式 試 験 確 認 に 係 る 実 施 細 則

１ ． 型 式 試 験 確 認

型 式 試 験 確 認 は ､危 険 物 保 安 技 術 協 会 （ 以 下 「 協 会 」 と い う ｡） の 定 め る 放 電 加 工 機 の

型 式 試 験 確 認 に 係 る 業 務 規 程 に よ る も の と す る 。

２ ． 型 式 試 験 確 認 に 係 る 試 験 確 認 の 方 法

型 式 試 験 確 認 に 係 る 試 験 確 認 は 、 加 工 液 タ ン ク 、 加 工 液 タ ン ク 以 外 の 部 分 、 自 動 消 火

装 置 及 び 表 示 等 に つ い て 、 次 の 要 領 で 行 う も の と す る 。

（ １ ） 加 工 液 タ ン ク

加 工 液 タ ン ク の 試 験 確 認 方 法 は 、 次 に 示 す タ ン ク の 水 張 に よ っ て 行 う 個 別 確 認 又 は

抜 取 確 認 の 方 法 に よ る も の と す る 。 た だ し 、 対 象 と な る 加 工 液 タ ン ク が 既 に 協 会 の 少

量 危 険 物 タ ン ク に 関 す る 確 認 試 験 に よ り 確 認 済 と な っ て い る 場 合 は 、 加 工 液 タ ン ク と

し て の 確 認 試 験 に 合 格 し て い る も の と み な す 。

１ ） 個 別 確 認 方 法

ａ ） 対 象 タ ン ク の 確 認

申 請 書 及 び 添 付 さ れ た 図 面 に 基 づ き 、 構 造 の 確 認 、 諸 元 の 計 測 、 ミ ル シ ー ト に

よ る 材 質 の 確 認 を 行 い 、 対 象 タ ン ク が 申 請 さ れ た も の と 同 じ で あ る こ と を 確 認 す

る 。

ｂ ） 水 張 試 験 に よ る 確 認

水 張 タ ン ク に 水 張 り し ､１ ０ 分 間 以 上 放 置 し た 後 ､濡 れ 又 は 異 常 な 変 形 が な い こ

と を 確 認 す る 。

１ ） 抜 取 確 認 の 方 法

ａ ） 供 試 体 タ ン ク の 抽 出

抜 取 確 認 を 受 け よ う と す る タ ン ク の 全 数 か ら 無 作 為 に ３ 基 抜 取 っ て 供 試 体 タ ン

ク と す る 。

ｂ ） 供 試 体 タ ン ク の 確 認

ａ ） で 抜 取 っ た 供 試 体 タ ン ク に つ い て 、 １ ） － ａ ） に よ る 確 認 を 行 う 。

ｃ ） 水 張 試 験 に よ る 確 認

供 試 体 タ ン ク に つ い て 、 １ ） － ｂ ） に よ る 確 認 を 行 う 。

ｄ ） 確 認 結 果

ｃ ） に よ る 確 認 の 結 果 、 供 試 体 の タ ン ク の す べ て に 濡 れ 又 は 異 常 な 変 形 が な い

と 判 断 さ れ る 場 合 は 、 抜 取 確 認 を 受 け た タ ン ク の 全 数 が 水 張 試 験 に 合 格 し た も の

と し 、 供 試 体 タ ン ク の う ち １ 基 で も 濡 れ 又 は 異 常 な 変 形 が あ る と 判 断 さ れ る 場 合

は 、 抜 取 確 認 を 受 け た タ ン ク す べ て が 水 張 試 験 不 合 格 と す る 。

ｅ ） 不 合 格 と な っ た 場 合 の 再 確 認

ｄ ） に よ り 確 認 を 受 け た タ ン ク が 不 合 格 と な っ た 場 合 は 、 供 試 体 と な っ た タ ン

ク の う ち 不 合 格 と な っ た タ ン ク を 除 い た 全 数 を 対 象 と し た 抜 取 確 認 を 受 け る こ と

が で き る と す る 。



（ ２ ） 加 工 液 タ ン ク 以 外 の 部 分

加 工 液 タ ン ク 以 外 の 部 分 に つ い て は 、 次 の 事 項 に つ い て 試 験 確 認 を 行 う も の と す る 。

１ ） 配 管 の 材 料 及 び 耐 圧 試 験

ａ ） 加 工 液 供 給 装 置 と 加 工 槽 を 接 続 す る 配 管 の 材 質 は 、 ミ ル シ ー ト 等 に よ り 確 認 す

る 。

ｂ ） 耐 圧 試 験 は 、 常 用 圧 力 の １ .５ 倍 の 水 圧 に よ り １ ０ 分 間 行 っ た 後 、 濡 れ 又 は 異

常 な 変 形 が な い こ と を 確 認 す る 。

２ ） 加 工 槽 の 材 料 及 び 構 造 等

ａ ） 加 工 槽 の 材 料 は 、 不 燃 性 で か つ 耐 油 性 が 優 れ 、 割 れ に く い も の で あ り 、 加 工 液

が 、 溢 れ な い 構 造 で あ る こ と を 申 請 図 書 等 に よ り 確 認 す る 。

ｂ ） 加 工 槽 内 の 液 温 が 、 均 一 に な る よ う に 考 慮 さ れ て い る こ と を 確 認 す る 。

３ ） 工 具 電 極 取 付 け 部

工 具 電 極 取 付 け 部 は 、 工 具 電 極 を 確 実 に 取 付 け る こ と が で き る 構 造 で あ る こ と を

確 認 す る 。

４ ） 安 全 装 置

安 全 装 置 に つ い て は 、 次 の 構 造 又 は 機 能 等 に つ い て 確 認 す る 。

ａ ） 液 温 検 出 部 の 位 置

液 温 検 出 部 が 、 加 工 槽 内 の 適 切 な 位 置 に 取 付 け ら れ て い る こ と を 確 認 す る 。

ｂ ） 液 温 の 検 出

液 温 を 適 正 に 検 出 し 、 液 温 が 最 高 許 容 液 温 を 超 え た 場 合 は 、 自 動 的 に 加 工 を 停

止 す る 機 能 を 有 す る こ と を 確 認 す る 。

ｃ ） 設 定 液 面 高 さ （ 地 震 時 の 液 面 揺 動 に よ る 影 響 を 含 む 。 ） の 検 出

設 定 液 面 高 さ を 適 正 に 検 出 し 、 液 面 が 設 定 液 面 高 さ を 下 回 っ た 場 合 は 、 自 動 的

に 加 工 を 停 止 す る 機 能 を 有 す る こ と を 確 認 す る 。

ｄ ） 異 常 加 工 の 検 出

電 極 間 の 炭 素 を 主 体 と す る 物 質 の 発 生 成 長 に よ る 異 常 加 工 の 検 出 及 び 加 工 停 止

連 動 機 能 を 確 認 す る 。

（ ３ ） 自 動 消 火 装 置

自 動 消 火 装 置 に つ い て は 、 次 の 事 項 に つ い て 確 認 す る 。 た だ し 、 対 象 と な る 自 動 消

火 装 置 が 既 に 財 団 法 人 日 本 消 防 設 備 安 全 セ ン タ ー が 行 う 放 電 加 工 機 用 自 動 消 火 装 置 の

性 能 評 定 に 合 格 し て い る も の に つ い て は 、 協 会 が 行 う 自 動 消 火 装 置 に 係 る 試 験 確 認 に

合 格 し て い る も の と み な す 。

１ ） 消 火 装 置 の 主 要 部 の 材 料 は 、 次 の 事 項 に つ い て 書 類 又 は 試 験 に よ り 確 認 す る 。

ａ ） 不 燃 性 又 は 難 燃 性 で あ る こ と 。

ｂ ） 消 火 剤 に 侵 さ れ て な い 材 料 で あ る こ と 。

ｃ ） 耐 食 性 の な い 材 料 に つ い て の 防 食 措 置 の 有 無

ｄ ） 泡 放 出 導 管 及 び 管 継 手 は Ｊ Ｉ Ｓ － Ｈ ３ ３ ０ ０ （ 銅 及 び 銅 合 金 継 目 無 管 ） に 適 合

す る も の 又 は こ れ と 同 等 以 上 の 強 度 、 耐 食 性 （ 防 食 措 置 を 施 し た も の を 含 む 。 ）

及 び 耐 熱 性 を 有 す る も の で あ る こ と 。

２ ） 消 火 剤 は 、 消 火 面 積 に 対 応 し て 消 火 剤 の 種 類 別 に 基 準 に 示 さ れ て い る 規 定 量 以 上



の 量 を 保 有 し て い る こ と を 確 認 す る 。

３ ） 電 圧 が ± １ ０ ％ の 範 囲 で 変 動 し て も 機 能 に 異 常 を 生 じ な い こ と を 確 認 す る 。

４ ） 電 線 以 外 の 電 流 が 通 じ る 部 分 で 、 す べ り 又 は 可 動 軸 の 接 触 が 十 分 で な い 部 分 の 接

触 不 良 を 防 ぐ た め の 措 置 が 講 じ ら れ て い る こ と を 確 認 す る 。

５ ） 易 融 性 金 属 型 感 知 部 及 び 炎 検 知 型 感 知 部 は 、 次 の 事 項 を 満 足 す る こ と を 確 認 す る 。

ａ ） 感 知 部 の 受 け る 気 流 の 方 向 に よ っ て 機 能 に 著 し い 変 動 を 生 じ な い も の で あ る こ

と 。

ｂ ） 感 知 部 に 用 い る 金 属 薄 板 又 は 細 い 線 等 は 、 こ れ ら の 機 能 に 有 害 な 影 響 を 及 ぼ す

恐 れ が あ る き ず 、 ひ ず み 及 び 腐 食 等 を 生 じ な い も の で あ る こ と 。

ｃ ） 感 知 部 は 、 そ の 基 板 面 を 取 り 付 け 、 定 位 置 か ら ４ ５ 度 傾 斜 さ せ た 場 合 、 機 能

（ 炎 検 知 型 の 指 向 性 を 除 く 。 ） に 異 常 を 生 じ な い も の で あ る こ と 。

ｄ ） 易 融 性 金 属 型 感 知 部 は 、 ａ ） か ら ｃ ） ま で に よ る ほ か 、 次 に よ る こ と 。

（ ｱ） 公 称 作 動 温 度 の １ ２ ５ ％ の 温 度 の 風 速 １ ｍ ／ ｓ の 垂 直 気 流 に 投 入 し た と き 、

次 の 式 で 定 め る 時 間 （ ｔ ） 以 内 で 作 動 す る こ と 。

300･1og(1+(θ -θ r)/σ )

ｔ ＝

1og（ 1+θ /σ ）

θ は 公 称 作 動 温 度 （ 度 ） を 、 σ は 公 称 作 動 温 度 と 作 動 試 験 温 度 と の 差 を 示 す 。

θ r＝ 室 温 （ 度 ）

ｔ ＝ 作 動 時 間 （ 秒 ）

（ ｲ） 公 称 作 動 温 度 よ り ２ ０ ℃ 低 い 温 度 （ 公 称 作 動 温 度 が ７ ５ ℃ 以 上 の も の に あ

っ て は 、 次 の 表 で 定 め る 公 称 作 動 温 度 に 応 じ て 最 高 周 囲 温 度 よ り ２ ０ ℃ 低 い

温 度 ） の 空 気 中 に １ ０ 日 間 放 置 し て も 異 常 を 生 じ な い も の で あ る こ と 。

公 称 作 動 79度 以 上 121度 以 上 162度 以 上

79度 未 満 204度 以 上

温 度 範 囲 121度 未 満 162度 未 満 204度 未 満

最 高 周 囲 温 度 75度 79度 121度 162度 184度

ｅ ） 炎 検 知 型 感 知 部 は 、 ａ ） か ｃ ） ま で に よ る ほ か 、 次 に よ る こ と 。

（ ｱ） 光 電 素 子 は 、 感 度 の 劣 化 や 疲 労 現 象 が 少 な く 、 長 時 間 の 使 用 に 耐 え る も の

で あ る こ と 。

（ ｲ） 通 電 状 態 に お い て 濃 度 が 減 光 率 で ３ ０ cm当 り ２ ０ ％ の Ｊ Ｉ Ｓ Ｚ 8901（ 試 験

用 ダ ス ト ） の ５ 種 を 含 む 空 気 に １ ５ 分 間 触 れ た 後 に お い て 機 能 に 異 常 を 生 じ

な い も の で あ る こ と 。 こ の 場 合 に お い て 当 該 試 験 は 温 度 ２ ０ ℃ で 相 対 湿 度 ４

０ ％ の 状 態 で 行 う も の と す る 。

（ ｳ） 通 電 状 態 に お い て 次 の ｉ ） 及 び ｉ ｉ ） の 試 験 を １ ５ 秒 間 行 っ た 場 合 、 異 常

を 生 じ な い も の で あ る こ と 。

ｉ ） 内 部 抵 抗 ５ ０ Ω の 電 源 か ら ５ ０ ０ ｖ の 電 圧 を パ ル ス 幅 ０ .１ μ s繰 り 返 し



周 期 １ ０ ０ Ｈ ｚ で 加 え る 試 験

ｉ ｉ ） 内 部 抵 抗 ５ ０ Ω の 電 源 か ら ５ ０ ０ ｖ の 電 圧 を パ ル ス 幅 １ μ s繰 返 し 周

期 １ ０ ０ Ｈ ｚ で 加 え る 試 験

（ ｴ） ５ ０ cm四 方 の 火 皿 に ヘ プ タ ン （ Ｊ Ｉ Ｓ － Ｋ 0505 (ｎ -ﾍﾌﾟﾀﾝ)に 定 め る も の

を い う 。 以 下 同 じ 。 ） １ Ｌ を 入 れ て 水 平 距 離 ２ .５ m の 位 置 に 置 き 、 火 皿 に

着 火 後 ３ ０ 秒 以 内 に 作 動 す る も の で あ る こ と 。

（ ｵ） ５ ,０ ０ ０ Ｌ ｘ の 白 熱 電 灯 に よ る 光 に よ り 作 動 し な い も の で あ る こ と 。

（ ｶ） １ ｍ 離 れ た キ セ ノ ン ラ ン プ （ ガ イ ド ナ ン バ ー ６ ４ 相 当 ） の 閃 光 に よ り 作 動

し な い も の で あ る こ と 。

６ ） 火 災 感 知 部 は 、 感 知 す る た め に 十 分 な 数 量 の も の が 適 切 な 位 置 に 配 置 さ れ て い る

こ と を 確 認 す る 。

７ ） 消 火 装 置 の 消 火 機 能 は 、 次 に よ り 確 認 す る 。

ａ ） 最 大 防 護 面 積 （ 長 辺 の 長 さ と 短 辺 の 長 さ の 積 を い う 。 ） の 平 方 根 を 一 辺 の 長 さ

と し た 深 さ ３ ０ ０ mmの 鉄 板 製 燃 焼 な べ に 水 を 深 さ ２ ２ ０ mm、 灯 油 を 深 さ ３ ０ mmま

で 入 れ る 。

ｂ ） 放 出 口 を 申 請 の 位 置 に 固 定 す る 。

ｃ ） 感 知 部 を 燃 焼 な べ の 中 心 で 、 申 請 す る 油 面 か ら の 高 さ の 最 大 値 の 位 置 に 固 定 す

る 。

ｄ ） ヘ プ タ ン ５ ０ ccを 放 出 口 に 近 い 消 火 模 型 の 隅 部 に 入 れ 、 直 ち に 点 火 す る 。

ｅ ） 感 知 部 作 動 と 運 動 及 び 感 知 部 の 作 動 ３ ０ 秒 後 に 手 動 （ 通 電 を 要 す る も の は 電 気

的 ） に て 消 火 剤 を 放 出 す る 。

ｆ ） 感 知 部 は へ プ タ ン に 点 火 し た 後 、 ４ ０ 秒 以 内 に 作 動 す る こ と 。

ｇ ） 消 火 剤 の 放 射 終 了 後 １ 分 以 内 に お い て 残 炎 が 認 め ら れ ず 、 か つ 、 放 射 終 了 後 ２

分 以 内 に 再 燃 し な い こ と 。

８ ） 火 災 発 生 時 の 消 火 装 置 の 作 動 は 、 次 の 事 項 を 満 足 す る こ と を 確 認 す る 。

ａ ） 火 災 を 自 動 的 に 直 ち に 感 知 す る こ と 。

ｂ ） 加 工 停 止 及 び 警 報 装 置 が 作 動 す る こ と 。

ｃ ） 消 火 剤 を 速 や か に 放 射 す る も の で あ る こ と 。

ｄ ） 消 火 に 有 効 な 放 射 状 態 で あ る こ と 。

ｅ ） 充 填 さ れ た 消 火 剤 の 容 量 叉 は 重 量 の ９ ０ ％ 以 上 を 放 射 す る こ と が で き る も の で

あ る と と も に 、 手 動 操 作 に よ っ て も 放 射 が で き る こ と 。

９ ） 消 火 装 置 は 、 取 扱 い 及 び 点 検 設 備 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 構 造 で あ る こ と を 確

認 す る 。

（ ４ ） 表 示 等

１ ） 放 電 加 工 機 に 取 付 け る 表 示 板 に は 、 基 準 で 定 め ら れ た 表 示 内 容 が 記 載 さ れ て い る

こ と を 確 認 す る 。

２ ） マ ニ ュ ア ル に は 、 表 示 内 容 及 び 作 業 上 の 注 意 事 項 、 定 期 点 検 事 項 及 び 禁 止 事 項 等

が 記 載 さ れ て い る こ と を 確 認 す る 。


